
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験交流 

・体験型観光の推進 

・子ども農山漁村交流プロジェクト 

 の推進 

・地域の個性・素材活用支援 

・越後田舎体験推進事業の運営 

・体験交流受け入れのための各種研 

 修等の実施 

☆とにかく何をど
うしたら良いか分
からない！ 

               雪だるま財団がこれま 

              で取り組んできた自然エ 

ネルギー、体験交流、情報通信はいずれも地域活性化事

業であり、先進的に事業推進に努めてきました。現在の

厳しい社会経済において、その重要さを内外にアピール

するべく、活動してまいります。 

編集・発行／財団法人 雪だるま財団 
〒942-0411 新潟県上越市安塚区安塚 722-3 
tel.025-592-3988 fax.025-592-3324 
ホームページ http://www.yukidaruma.or.jp/ 
E-mail snowman＠yukidaruma.or.jp 

自然エネルギー推進 

・自然エネルギー等の普及推進 

 （市民講座の開催、視察対応、 

  利雪に関する資料作成・相談 

  指導、一般住宅への利雪技術 

  のアドバイスなど） 

・雪に関するフォーラムの開催 

・雪に関する学習支援 

 （雪の寺子屋出前講座の実施、 

  各方面への学習支援） 

・上越市における利雪施設建設の 

 ための基本プラン策定 

・利雪型農業及び産業の調査・研究 

・学会等への論文執筆・公演 

・自然エネルギーに関するコンサル 

 ティング 

今年度の活動紹介 

情報通信 

・雪だるま通信の発行 

・ホームページを使った雪情報等の 

 受発信 

・安塚ケーブルテレビネットワーク 

 の活用支援 

・上越市を中心とした団体・農業関 

 係者等のホームページ作成・運営 

 支援 

・パソコン及び関連機器サービス 

・雪国物産における生産者の支援と 

 販路開拓 

☆こんなことでお困りではありませんか？ 
 パソコンのことなら何でもご相談ください。最善の対処方法をご提案します 

【調整・修理費用(会員価格)】

・故障診断  …1,500 円 

・調整・修理 …3,000 円～ 

 ※交換部品等の材料費別途

・交通費   …1,500 円 

 ※安塚区外は要ご相談 

電話・メールでのご相談は無料です。 

作業前に費用をお見積いたします。 

こんなことも承ります ・・・ ☆名刺制作 (両面可)・☆チラシ・パンフレット制作・☆ホームページ制作 

☆パソコンの中の
データを完全に消
したい 

☆パソコンを買い
換えたので、データ
を移したい 

☆安塚ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ
のｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽを
利用したい 

☆パソコンが故障
したので修理した
い 

☆自分のホームペ
ージを開設したい 

☆パソコンの基本
的な操作を教えて
ほしい 

☆新規・買い換えの
時、何を選んだらい
いか 



 3 月 27 日(金)に｢平成 20 年度第 2回理事会｣、

4月 24日(金)に｢平成 21年度第 1回評議員会｣が

それぞれ開催され、雪だるま財団の｢平成 20 年度

事業報告及び収支決算｣、｢平成 21 年度事業計画

及び収支予算｣について承認されました。 
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自
然
界
に
は
多
く
の
植
物
が
自

然
と
共
存
し
な
が
ら
種
を
保
存

し
、
人
も
ま
た
そ
の
命
を
頂
き

生
存
し
て
い
る
。 

地
球
で
は
化
学
の
進
歩
で
い
ろ

い
ろ
な
製
品
が
簡
単
に
手
に
入

り
消
費
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
が
、
生
活
の
テ
ン
ポ

を
緩
め
た
り
低
炭
素
社
会
へ
の

参
加
は
避
け
て
通
れ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。 

こ
の
辺
で
、
自
分
の
身
の
回
り

を
点
検
し
地
球
環
境
重
視
の
暮

ら
し
を
考
え
、
意
識
的
に
昔
の

よ
き
時
代
の
生
活
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

 
 

６
月
１
１
日 

丸
山 

新

の
だ
が
、
最
近
は
田
植
え
が
早

く
な
り
時
代
の
変
化
と
と
も
に

昔
か
ら
の
食
文
化
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
淋
し

い
こ
と
で
あ
る
。
手
植
え
が
主

流
だ
っ
た
田
植
え
の
頃
は
、
朴

の
葉
が
大
き
く
な
り
赤
飯
を
炊

い
て
熱
い
う
ち
に
包
む
と
朴
の

葉
の
甘
い
香
り
と
赤
飯
が
調
和

し
て
、
小
昼
の
絶
品
だ
っ
た
。

田
植
え
を
し
て
か
ら
１
０
日
ほ

ど
た
っ
た
５
月
下
旬
、
久
し
ぶ

り
に
赤
飯
を
炊
き
朴
の
葉
に
く

る
み
ワ
ラ
で
十
文
字
に
し
ば
っ

て
、
親
戚
兄
弟
に
お
す
そ
わ
け

し
、
家
族
で
香
り
と
味
を
楽
し

ん
だ
。 

６
月
上
旬
田
植
え
が
終
わ
る

と
、
田
休
み
節
句
に
笹
の
葉
を

摘
み
餅
を
つ
い
て
葉
に
包
み
仏

壇
や
神
棚
に
あ
げ
た
あ
と
あ
ん

こ
（
あ
ん
こ
は
最
初
に
も
ち
の

中
に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
）
や

黄
な
粉
を
つ
け
て
食
べ
た
あ
の

こ
ろ
が
懐
か
し
い
。 

朴
の
葉
も
笹
の
葉
も
殺
菌
効
果

が
あ
り
日
持
ち
が
よ
い
と
言
わ

れ
、
山
野
草
に
は
こ
う
し
た

色
々
な
効
能
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
よ
も
ぎ
や
ど
く
だ
み
柿
の
葉

な
ど
を
蒸
し
て
飲
ん
だ
り
風
呂

に
入
れ
て
香
り
を
楽
し
む
な
ど

様
々
だ
が
、
先
人
の
生
活
の
知

恵
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
。

 
東
北
地
方
が
今
日
（
６
月
１

１
日
）
梅
雨
入
り
し
北
海
道
を

除
く
日
本
列
島
が
梅
雨
に
入
っ

た
。 

今
年
は
、
春
か
ら
水
不
足
で
天

水
田
地
帯
で
は
、
水
が
足
り
ず

頭
の
痛
い
日
が
続
い
て
い
る
。 

空
梅
雨
な
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
ん
な
年
、
宮
沢
賢
治
の
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
の
詩
の
中
で
、
日
照

り
の
と
き
は
お
ろ
お
ろ
歩
き
と

語
っ
て
い
る
よ
う
に
雨
を
待
つ

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。 

梅
雨
に
入
る
こ
ろ
、
田
植
え
も

一
段
落
し
こ
の
辺
で
は
田
休
み

と
い
っ
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
豊
作

を
願
い
餅
を
つ
い
て
祝
っ
た
も 

雑 

感 

 昼間は見学者に公開され、雪室で実際に貯蔵した味覚を楽しむことが出来ます。当財団に YAMADA 氏より雪室にか

かる技術支援の要請があり、只今協力中です。ぜひ、真夏に雪の冷気シャワーを浴びて、リフレッシュされてはい

かがでしょうか？               ※大地の芸術際 2009 http://www.echigo-tsumari.jp/2009/ 

＜開催期間 2009/7/26(日)～9/13(日)＞ 

 こんなことにも技術支援！

「 雪室宿（Booking Void Inn MATUNOYAMA) 」 
（十日町市松之山 大厳寺高原） 

 アーティストの YAMADA,Kenji 氏による雪室アートが

松之山の大厳寺高原にて創作中です。これは、冬季間食

糧を貯蔵する雪国の知恵～雪室（ゆきむろ）～にヒント

を得た作品です。断熱シートに守られた雪塊内部に異空

間をつくり出し、夜間には極地用の全身防寒着や民具を

使用しながら宿泊体験（要予約：025-595-6688）するこ

とができます。 

（イメージ図） 
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輻
射
断
熱
材
の
開
発 

「
サ
ー
モ
プ
ロ
テ
ク
ト
」
大
活
躍 

グラスウール被覆 サーモプロテクト被覆 

 

今
年
の
５
月
２
２
～
２
３

日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
太

平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
大
き

な
雪
だ
る
ま
！
実
は
、
こ
の

雪
だ
る
ま
の
基
の
「
雪
」
は

サ
ー
モ
プ
ロ
テ
ク
ト
に
よ
っ

て
保
存
さ
れ
た
「
雪
」
な
ん

で
す
。
ア
ル
フ
ァ
リ
ゾ
ー

ト
・
ト
マ
ム
様
よ
り
雪
保
存

用
に
サ
ー
モ
プ
ロ
テ
ク
ト
を

ご
注
文
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

現
地
の
担
当
者
は
、『
こ
れ

ほ
ど
雪
が
残
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。』
と
驚
い
て
い

ま
し
た
。 

「北海道知事(左)と麻生首相(右)」 

提供：アルフアリゾート・トマム 

③
「
第
５
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
雪
貯
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
北
海
道
占
冠
村
） 

 

２
月
下
旬
に
雪
を
集
め
て

安
塚
小
学
校
の
校
庭
脇
に
雪

室
を
造
成
し
ま
し
た
。
雪
室

と
い
っ
て
も
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
ヒ

ュ
ー
ム
管
に
雪
を
３
ｍ
ほ
ど

被
せ
た
シ
ン
プ
ル
な
雪
室
で

す
。
お
米
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

に
ん
じ
ん
、
大
根
を
５
月
下

旬
ま
で
（
約
１
０
０
日
間
）

保
存
し
て
、
児
童
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
作
っ
た
雪
中
貯

蔵
品
を
給
食
で
実
食
す
る
の

が
狙
い
で
す
。
児
童
た
ち
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
雪
冷
房
で

す
が
、
給
食
の
食
材
も
雪
冷

蔵
さ
れ
た
こ
と
を
学
ぶ
と
同

時
に
、
食
味
の
違
い
（
雪 

中
貯
蔵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

美
味
し
く
な
る
）
を
感
じ
る

こ
と
や
雪
の
有
効
性
を
学
び

ま
し
た
。 

貯
蔵
し
た
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン

は
若
干
糖
度
が
増
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
（
き
た
あ
か
り
、
男

爵
）
の
糖
度
は
な
ん
と
貯
蔵

前
の
２
倍
に
増
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
給

食
の
時
間
に
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
と
し
て
食
べ
た
児
童
か
ら

は
「
あ
ま
～
い
」「
ホ
ク
ホ
ク

し
て
い
て
美
味
し
い
」
な
ど

の
感
想
が
多
数
あ
り
、
雪
中

貯
蔵
を
十
分
実
感
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

①
「
安
塚
小
学
校
の
雪
室
」
雪
中
貯
蔵
（
上
越
市
安
塚
区
） 

 

こ
れ
ま
で
、
雪
を
夏
ま
で

保
存
す
る
た
め
に
、
断
熱
す

る
被
覆
材
と
し
て
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

日
射
の
影
響
を
抑
え
る
た
め

に
ア
ル
ミ
蒸
着
シ
ー
ト
で
覆

う
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し

か
し
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
は
給

水
す
る
と
断
熱
効
果
が
著
し

く
低
下
し
、
断
熱
材
と
し
て

の
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
軽
い
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
も
給
水
す
る
こ
と
で
重

く
な
り
作
業
性
の
低
下
と
と

も
に
産
業
廃
棄
物
と
し
て
の

処
理
費
用
を
要
す
る
な
ど
、

雪
を
保
存
す
る
資
材
と
し
て

は
不
向
き
な
要
素
が
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
変
わ

る
資
材
も
な
く
慣
習
的
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
２
０
０
５
年

に
開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
の

雪
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
真

夏
に
開
催
地
で
あ
る
名
古
屋

ま
で
１
日
最
大
１
０
０
ｔ
の

雪
を
運
び
込
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
７
０
０
ｔ
の
綺
麗

な
雪
を
、
効
率
よ
く
保
存
す

る
た
め
に
、
安
塚
区
内
の
建

設
業
者
の
方
と
開
発
し
、
完

成
し
た
の
が
「
サ
ー
モ
プ
ロ

テ
ク
ト
」
で
す
。 

②
「
雪
中
リ
ン
ゴ
」
貯
蔵
実
験 

 
 
 
 
 
 
 

（
長
野
県
山
ノ
内
町
穂
波
地
区
） 

 

厚
さ
８
㎜

の
ウ
レ
タ
ン

を
純
度
の
高

い
ア
ル
ミ
シ

ー
ト
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し

て
あ
り
、
幅

１
ｍ
×
３
５

ｍ
を
１
ロ
ー

ル
と
し
た
も

の
で
、
１
人

で
も
持
ち
運

び
す
る
こ
と

が

で

き

ま

す
。 

提供：北信農業改良普及センター 

提供：上越市立安塚小学校 

こ
れ
を
２
～
３

本
純
正
ア
ル
ミ

テ
ー
プ
で
繋
ぎ

合
わ
せ
て
使
う

こ
と
が
で
き
ま

す
。 

厚
さ
８
㎜
の
サ

ー
モ
プ
ロ
テ
ク

ト
は
厚
さ
約
１

０
０
㎜
の
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
を
上

回
る
断
熱
性
能

で
す
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
は
第

21
回
寒
地
技
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（

２

０

０

６

年
・
札
幌
）
に
て

発
表
し
ま
し
た
。 

 

北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
職
員
か
ら
『
今
年
は

善
光
寺
の
御
開
帳
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
拝

観
に
お
越
し
に
な
り
ま
し

た
。
季
節
は
ず
れ
の
”
雪
中

リ
ン
ゴ
”
と
し
て
販
売
し
た

と
こ
ろ
、
ボ
ケ
も
な
く
好
評

で
、
す
べ
て
完
売
し
ま
し

た
！
』
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
肝
心
の
雪
の
保
存
状
態

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り

に
も
雪
の
保
存
状
態
が
よ
く

リ
ン
ゴ
を
掘
り
出
す
の
に
人

力
で
は
歯
が
立
た
ず
バ
ッ
ク

フ
ォ
の
出
動
。『
今
ま
で
の
や

り
方
で
は
雪
が
な
く
な
る
の

が
心
配
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
掘
り
出
す
こ
と
が
心
配
』

と
の
こ

と
で
し

た
。 

恐
る
べ

し
、
サ

ー
モ
プ

ロ
テ
ク

ト
の
威

力
！ 



 

越後田舎体験かわらばん 
2009 年夏 雪だるま通信号  

越後田舎体験推進協議会 
〒942-0411 新潟県上越市安塚区安塚 722-3 

財団法人 雪だるま財団内 

TEL０２５-５９２-３９８８ 

FAX０２５-５９２-３３２４ 

http://www.yukidaruma.or.jp/taiken/ 
e-mail: taiken@yukidaruma.or.jp 

5 月 2 日（土） 

菱ケ岳山頂周辺コースにて 

 気持ちの良い、山歩きにはもってこいの気候で

す。少しガスがかかってすっきりと見通しがきかない

のは残念でしたが、山に残る雪の上を歩き、47 名が

気持ちよい時間を過ごしました。新潟市・長岡市・三

条市・小千谷市・柏崎市そして上越市と県内各地か

らご参加いただきました。昨年全通開通した信越ト

レイル（全長８０ｋｍ）への関心が高いこと、たくさん

のトレッキング愛好者がおられることにうれしい気持

ちになりました。 

 コースは菱ケ岳（1129ｍ）の周辺コースで、不動滝

入口からまず山頂を目指し、昔の古道・信越トレイ

ルを一部歩いてキューピットバレイのゴンドラ山頂駅

舎まで。その後まだ余裕の方はスキー場ゲレンデを

下ってグリーンパークへ向かいました。4ｋｍくらいの

道のりでしたが、皆さん満足の 1 日を過ごされたよう

でした。 県境の信越トレイルコースで昼食です。温かい日

差しが気持ちいい・・・ 

長野県側の山々も見えます 

6 月 2 日（火）  

十日町市松之山 

「美人林」にて 
ブナ林の観察を行いました。

参加者は 15 名。それぞれに

自然に興味のある方々で、

何かを見つけたら、得意の

分野で思い思いに説明が入

りました。３ヘクタール、3000

本といわれる小さなブナ林

ではありますが、そこには美

しさといっしょに、自然の不

思議さと厳しさと温かさと・・・

様々な生き物たちの様子が

観察できました。 

 

越
後
田
舎
体
験
推
進
協
議
会

は
旧
東
頸
城
郡
六
町
村
（
安
塚
・

浦
川
原
・
大
島
・
牧
・
松
代
・
松

之
山
）
で
始
め
た
事
業
で
す
が
、

合
併
後
は
上
越
市
の
柿
崎
・
吉

川
・
大
潟
・
清
里
、
十
日
町
市
で

は
市
内
エ
リ
ア
へ
受
入
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
特
別
な
体
験
を
用

意
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域

の
暮
ら
し
・
自
然
・
文
化
を
都
会

や
田
舎
を
求
め
る
人
た
ち
に
伝

え
て
い
く
も
の
で
す
。 

 

年
間
四
十
五
団
体
ほ
ど
の
学

校
団
体
を
中
心
に
受
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
地
域
の
連

携
が
な
け
れ
ば
継
続
し
な
い
事

業
で
す
。
こ
の
地
を
愛
し
、
守
る

こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
受
入
れ
る

皆
さ
ん
に
も
元
気
が
出
る
事
業

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
体
験
の
指
導
者

と
し
て
、
民
泊
受
入
家
庭
と
し

て
、
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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■と き：6 月 28 日(日) 

■ところ：上越市市民プラザ 

■テーマ：ストップ温暖化！ 

       未来に残そうキレイな地球 

■主 催：上越市環境フェア実行委員会 

     （事務局：上越市環境企画課） 

 地球環境問題に関する展示や体験コーナー、フリー

マーケットやプレゼント等盛り沢山の内容です。 

※雪だるま財団のブースでは｢雪氷を使ったミニ実

験｣、｢雪冷房施設紹介｣をします。ご家族でぜひご来場

ください。 

 イベント開催のお知らせ 

第４回 雪の市民会議 in きたかた 
雪力（ゆきぢから）で創り出す！おいしさ・強さ・あたたかさ！ 

●基調講演（参加費無料） 

テーマ：「インフラフリー環境実現の第一歩」 

講 師：アニリール セルカン氏 

      1973 年、ドイツ生まれ。トルコ国籍。 

      東京大学大学院建築学専攻助教。 

      工学博士。トルコ人として初の宇宙飛行 

      士候補に選ばれる。 

 

●各地の雪ぢから自慢＜事例発表＞（参加費無料） 

 福島県、飯豊とそばの里（福島県喜多方市）、リカー

ショップうかわ（福島県猪苗代町）、NPO 法人 利雪技術

協会（北海道札幌市）、裏磐梯ビジターセンター（福島

県北塩原村）、 (株)吉兆楽（新潟県南魚沼市）、昭和村

（福島県昭和村）、会津高原しらかばの湯（福島県南会

津町）、 (株)アクトホーム（新潟県小千谷市） 

●情報交換会（雪のグルメでおもてなし）（3,500 円）

 ※会場：ふれあいパーク喜多の郷内「ふるさと亭」 

  福島県喜多方市松山町鳥見山字三町歩 5598-1） 

●ぐるっと喜多方蔵めぐり利雪見学バスツアー 

        （参加費 1,500 円・昼食込） 

 

※問合せ先：雪の市民会議事務局（雪だるま財団内） 

■と き：7月 4日(土)～5日(日) 

■ところ：喜多方市総合福祉センター 

     （福島県喜多方市上江 3646-1） 

■主 催：雪の市民会議実行委員会 

■共 催：福島県、喜多方市、(財)日本積雪連合 

 雪は食べ物をおいしくする。

雪は人を強くする。そして人の

心をあたたかくする。そう、雪に

は秘めた力がある。これを活か

すは人の知恵なり。いざ喜多

方より発信！ 

入場無料 

2009 

こんな制度をご存知ですか？ 

新エネルギーシステムの設置費 
補助希望者を募集 

 上越市では、環境への負荷低減を図るため、市民の

皆さんが取り組める新エネルギーの導入・普及を推進

することを目的に、以下の新エネルギーシステムを設

置する方を対象に、費用の一部を補助しています。 

 なお、募集件数に達した時点で募集を終了します。

（最終締切 12 月） 

■補助金額 

対象設備名 内  容 

住宅用太陽光発電

システム 

1 キロワットあたり２万円 

ただし補助額の上限は６万円 

住宅用雪冷房設備 
購入価格の５分の１ 

ただし補助額の上限は６０万円 

住宅用雪冷蔵設備 
購入価格の５分の１ 

ただし補助額の上限は２０万円 

上越産ペレット利

用ストーブ 

購入価格の５分の１ 

ただし補助額の上限は 1６万円 

 
■申込み・問合せ： 

  上越市環境企画課環境学習担当 

  電話：025-526-5111（内線 1548）  

  E メール：kankyo@city.joetsu.lg.jp 

 

※対象者、補助条件、申し込み方法等詳しくは、上越

市ホームページをご覧ください。 

http://www.city.joetsu.niigata.jp/lifeguide/clic

k24/401.html 

http://www.eco.joetsu.niigata.jp/environment/03.

html 

（イメージ写真：個人住宅の雪室） 



 ４☆以上の統一省エネラベルが貼られた「エアコン」、

「冷蔵庫」、「地上デジタル放送対応テレビ」を購入する

と、様々な商品・サービスと交換可能な「エコポイント」

が取得できます。 

 

■目的 

 これは、国が地球温暖化対策の推進、経済の活性化及

び地上デジタル放送対応テレビの普及を図ることを目

的として実施しているものです。 

■対象期間 

 平成 21 年 5 月 15 日(金)～平成 22 年 3 月 31 日(水) 

■対象を、エアコン、冷蔵庫、地上デジタル放送対応テ

レビとしているのは、家庭部門の CO2 排出量のうち、約

7割弱が電化製品によるものとなっていて、約 5割がエ

アコン、冷蔵庫、テレビで占められています。また、エ

ネルギー効率の低い旧型品を最新の省エネ型製品に買

い換えることは、適正にリサイクルがなされれば、より

高い環境保全効果が期待できると考えられるためです。

■取得できるポイント数は、各製品の省エネ性能によっ

て異なります。 

 7 月 1 日(水)以降、エコポイントの登録・商品交換申

請手続きができます。それまでの間、対象となる家電製

品を購入する場合、以下の書類の受領・保管に心がけま

しょう。 

 

①保証書（購入日、購入店、購入製品の型番・製造番 

 号が分かるもの） 

②領収書／レシート（購入日、購入店、購入製品の型 

 番、購入者名が分かるもの） 

③家電リサイクル券の排出者控え（リサイクルされた 

 方のみ必要） 

 

 申請方法は、指定の申請様式に、必要事項等を記入し、

上記①～③の書類を併せてエコポイント事務局に郵送

します。 

 

【問い合わせ先】 

エコポイント事務局 

０５７０－０６４－３２２ （一般のお問い合わせ） 

■ 統一省エネラベル 

エアコン、冷蔵庫、テレビなどの省エネ性能の水準についての表示であり、その製品の省エネ達成率のレベ

ルに応じ、５★、４★等のように示されています。 

参考： 

環境省 ホームページ 

http://www.env.go.jp/policy/ep_kaden/index.html 

(財)省エネルギーセンター ホームページ 

http://www.eccj.or.jp/labeling_program/index.html
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 最近、気になる「キーワード」 


